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5年生第4セッション

みんなでじっくり取り組もう。
所要時間
45分
目的
１．これまで学習したことを生かして、クラスの問題解決に挑戦させる。　　　　　　　　　　（適切な課題が見当たらない場合、用意している課題2つのうち、1つを使用）
準備するもの

□フラッシュカード(｢ピア・サポート｣「仲間や友だち同士が、おたがいに支え合い、助け合う」「はじめから○×をつけない」「それぞれの立場に立って解決方法を考える」「みんなの願いが少しでもかなう解決方法を考える」「関係するそれぞれの人の立場にたって予想する」「よい結果だけではなく、よくない結果も予想する」「すぐに起こる結果と、あとになって起こる結果を予想する」「できるかぎり、みんなが幸せになる方法をえらぶ」) 
□ポスター「5年生ピアの目標」
□模造紙①「今日のテーマ・目標・学習の流れ｣

□プリントＡ（児童数）

　＊①～③が用意されている。クラスでオリジナルの問題を扱う場合には①を使用してください。②または③を選ぶ場合には、適切な方を使用してください。
□第4回振り返り用紙（児童数）
般化維持プログラム　　　　　　　　　

□5年生ぴあぴあ新聞第4号（児童数）

児童の持ち物

□ピア・サポート・ファイル　　　　　　　　　□筆記用具
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	活動項目

(所要時間／累積時間:分)
	活動内容
	児童の反応
	◇補助者の行動●準備物

	1．復習(5分)

	ピア･サポートの言葉の復習(1/1)

問題解決の復習(4/5)


	1．ピア・サポートの意味

· 今日は5年生最後の「ピア・サポート」の授業です。
· 「ピア・サポート」の意味はわかっていますか？
2．5年生としての授業の目標確認

· 5年生のピア・サポートでは、「問題解決」について学習することになっていました。
· では、目標の合言葉を確認しておきます。みんなで、声を合わせて、読んでみましょう。

→(一斉に音読させる)「問題にみんなでじっくり取り組めるようになろう！」

3． 2つ以上の解決方法を考えるとき、先のことを予想するとき、最後に1つを選ぶときのコツは？

· では、問題解決について学習してきたコツを全て復習しましょう。

· まず、解決方法を2つ以上考えるためのコツは何でしたか？

→児童の発言を拾いながら以下の点を確認。順番は違ってもよい。必要に応じてわかりやすい例を提示。
○1つ目「はじめから○×をつけない」
○2つ目「それぞれの立場に立って解決方法を考える」
○3つ目「みんなの願いが少しでもかなう解決方法を　考える」

· はい。次に、考えた方法について、行動する前に、それをしたらどうなるか、先のことを予想するときにもコツが3つありました。覚えていますか？

→児童の発言を拾いながら以下の点を確認。順番は違ってもよい。必要に応じてわかりやすい例を提示。
○1つ目「関係するそれぞれの人の立場に立って予想する」

○2つ目「よい結果だけではなく、よくない結果も予想する」

○3つ目「すぐ起こる結果だけでなく、あとになって起こる結果も予想する」
・最後にそうして考えた方法の中から1つを選ぶときのコツは何でしたか？

「できるかぎり、みんなが幸せになる方法を選ぶ」

・たくさんのコツを学びました。

・今日も、これらのことをすべて使って、新しい問題をみんなでじっくり考えて、解決してみます。


	「問題にみんなでじっくり取り組めるようになろう！」

覚えているキーワードを言う

音読して確認する

覚えているキーワードを言う

音読して確認する

「できるかぎり、みんなが幸せになる方法を選ぶ」
	●（あらかじめ掲示）フラッシュカード「ピア･サポート」「仲間や友だち同士が、おたがいに助け合い、支えあうこと」「周りの人を大切にする」「自分を大切にする」

●（あらかじめ掲示）ポスター「問題にじっくり取り組めるようになろう！」

●フラッシュカード「はじめから○×をつけない」「それぞれの立場に立って解決方法を考える」「みんなの願いが少しでもかなう解決方法を考える」

●フラッシュカード「関係するそれぞれの人の立場にたって予想する」「よい結果だけではなく、よくない結果も予想する」「すぐに起こる結果と、あとになって起こる結果を予想する」

●フラッシュカード「できるかぎり、みんなが幸せになる方法を選ぶ」

◇フラッシュカードの提示



	2．今日のテーマ・目標・学習の流れの説明(1分)

	説明(1/6)
	1．今日のテーマと目標の説明
· では、今日の授業に入りましょう。今日のテーマと目標を発表します。こちらを見ましょう。

テーマ：「みんなでじっくり取り組もう。」

目　標：みんなの問題をみんなで考えよう。
2．今日の学習の流れ

· 今日の学習の流れを説明します。

· ①「復習」は終わって、今②「今日の学習の説明」をしています。
· これから③「みんなでみんなの問題を考えよう」ということで、問題解決に取り組みます。

· 最後に④「振り返り用紙」に感想を書いて終わりです。


	
	●（あらかじめ黒板外に掲示）模造紙①「今日のテーマ・目標・学習の流れ」



	3. 活動「みんなでみんなの問題を考えよう」(34分)

	活動(33/39)
まとめ(1/40)


	1.解決すべき問題を言葉にする

・では、今日解決すべき問題を出します。

「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　には、どうしたらよいだろうか？」です。
· ここから先をみなさんにしてもらいます。
2.問題を解決する

· これから皆さんがすることは、3つです。
①解決方法を2つ以上思いつくこと。

②それぞれの方法を本当にためしてみたら、
どんな結果が起こるか予想する。

③できるかぎり、みんなが幸せになる方法を
選ぶ。
· グループごとに相談しながら進めましょう。では、始めます。
→設定した課題によって活動方法は工夫すること。
→様子を見て適宜声を掛ける。

· (時間を見て)では、そこまでにしましょう。体を前に向けましょう。

· では、みなさんがどんな方法を考えて、どれを最終的に選んだか、発表してもらいます。

3.全体シェアリング

· 最後に自分たちが選んだ実行する案と、その理由を発表しましょう。

→選んだ方法と、選択理由を発表させる。
　＊発表方法として、グループごとに考えたアイディアをA3の白紙に書かせて黒板に貼りだす、という方法もある。
4.活動のまとめ

・問題をいつも一人で解決するのは難しいことです。でも、これまでしてきたように、誰かが一緒に考えてくれたら、自分では思いつけない方法に出会えるかもしれません。みなさんは、そのことを体験してきたでしょう。
・そしてもし、そうやって助けてもらったのにその問題が解決しなかったとしても、助けてもらったことは忘れないようにしましょう。助けてもらったことは消えない事実ですし、心強いという感情になり、その相手と仲良くなれるからです。

・人は助けたり、助けられたりしながら支え合って成長していく。５年生のピア・サポートではそのための方法をじっくり学習しました。

	
	◇解決すべき問題を板書

●プリント（活動に合わせたものを作成すること）

◇プリント配付



	4.振り返り用紙の記入(5分)

	配付と記入と回収(5/45)
	· 最後に振り返り用紙を配ります。今日の授業を振り返って、感じたことを記入しましょう。

· 5年生のピア･サポートの授業は今日でおしまいです。ときどきチャレンジ・プリントなどで復習をして思い出すようにしながら、学習したことを毎日の生活の中でも活かせるようにしていきます。

· 大切なのは、これからの生活で、実際にいかせるようになることです。学習したことを、忘れないようにしましょう。
· そして、6年生のピア･サポートを楽しみにしていましょう。


	振り返り用紙記入、提出
	●振り返り用紙 
◇振り返り用紙配付 、回収
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